
　

子
ど
も
を
望
み
な
が
ら
も
、
避

妊
を
し
て
い
な
い
の
に
２
年
以
上

に
わ
た
っ
て
妊
娠
に
至
る
こ
と
の

で
き
な
い
状
態
を
世
界
保
健
機
関

（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
で
は
「
不
妊
症
」
と

定
義
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
対
し
、「
不
育
症
」
は
、

妊
娠
は
す
る
け
れ
ど
も
、
流
産
、

死
産
や
新
生
児
死
亡
な
ど
を
繰
り

返
し
て
、
結
果
的
に
子
ど
も
を
持

つ
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
を
い
い

ま
す
。「
不
育
症
」
と
「
習
慣
流

産
（
反
復
流
産
）」
と
は
ほ
ぼ
同

じ
意
味
で
す
が
、
習
慣
流
産
に
は

妊
娠
22
週
以
降
の
死
産
や
生
後
１

週
間
以
内
の
新
生
児
死
亡
は
含
ま

れ
ず
、
不
育
症
は
よ
り
広
い
意
味

で
用
い
ら
れ
ま
す
。

　

不
妊
症
は
一
般
に
広
く
知
ら
れ

て
き
て
い
ま
す
が
、
不
育
症
は
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状

で
す
。

　

自
然
流
産
は
、
女
性
の
年
齢
に

も
よ
り
ま
す
が
、
妊
娠
の
10
〜

15
％
程
度
の
確
率
で
発
生
す
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
流
産
を
経
験

す
る
と
、
周
り
の
人
か
ら
「
よ
く

あ
る
こ
と
だ
か
ら
」「
次
は
心
配

し
な
く
て
も
大
丈
夫
だ
か
ら
」
な

ど
声
を
掛
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
流
産
は

女
性
に
と
っ
て
、
自
分
の
子
ど
も

を
亡
く
し
て
し
ま
う
と
い
う
つ
ら

い
体
験
で
あ
り
、
何
気
な
い
言
葉

で
傷
つ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
周

り
の
人
が
女
性
の
気
持
ち
に
寄
り

添
う
こ
と
が
、
支
え
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　
不
育
症
の
原
因

　　

妊
娠
初
期
の
流
産
の
大
部
分
は

胎
児
（
受
精
卵
）
の
染
色
体
異
常

が
原
因
で
、
父
母
に
原
因
が
あ
る

こ
と
は
少
な
い
と
さ
れ
ま
す
。

　

１
回
の
流
産
で
あ
れ
ば
、
原
因

を
調
べ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
２
回
以
上
、
流
産
を
繰

り
返
し
た
場
合
、
不
育
症
の
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
不
育
症
の
原
因

と
し
て
は
、
父
母
の
染
色
体
異
常

や
、
子
宮
形
態
異
常
、
内
分
泌
異

常
、
凝
固
異
常
、
免
疫
異
常
な
ど

　
「
家
族
に
も
、
友
人
に
も
聞
け

な
い
、
話
せ
な
い
」「
治
療
を
し

て
い
る
病
院
の
先
生
に
言
い
出
せ

な
い
」「
夫
婦
で
な
か
な
か
話
し

合
え
な
い
」「
自
分
で
も
自
分
の

気
持
ち
が
整
理
で
き
な
い
」な
ど
、

治
療
を
受
け
て
い
る
と
誰
に
も
相

談
で
き
ず
、
悩
み
を
か
か
え
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

岡
山
県
不
妊
専
門
相
談
セ
ン

タ
ー
「
不
妊
・
不
育
と
こ
こ
ろ
の

相
談
室
」
で
は
、
不
妊
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
や
助
産
師
、
看
護
師
、
医
師

な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
が
電
話
や
メ
ー

ル
、
来
所
で
の
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
匿
名
で
の
相

談
も
可
能
で
す
。一
人
で
悩
ま
ず
、

専
門
の
ス
タ
ッ
フ
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▽
受
付
時
間　

　

・
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

　

午
後
１
〜
５
時

　

・
毎
月
第
１
土
・
日
曜
日

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
考
え
ら
れ
、

検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
原
因
を
特

定
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
詳
し
く
調
べ
て
も
原
因
が

わ
か
ら
ず
、
異
常
が
見
つ
か
ら
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
不
育
症
の
治
療

　

不
育
症
の
治
療
は
、
検
査
結
果

を
も
と
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
平
成
20
年

度
か
ら
子
ど
も
家
庭
総
合
研
究
事

業
の
一
環
と
し
て
、
不
育
症
の
研

究
班
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

研
究
班
の
調
査
な
ど
に
よ
れ

ば
、
不
育
症
の
原
因
は
人
そ
れ
ぞ

れ
で
す
が
、
検
査
を
受
け
て
不
育

症
と
診
断
さ
れ
て
も
、
適
切
な
治

療
を
受
け
た
父
母
の
お
よ
そ
85
％

が
子
ど
も
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
を
あ
き
ら
め
る
前

に
、
検
査
や
治
療
に
つ
い
て
、
産

婦
人
科
医
師
や
専
門
医
に
相
談
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

南瓜雑煮

南瓜雑煮は、食糧難の時
代、糖質とビタミン補給の
ため、先人の知恵から生ま
れました。あまり作られな
くなりましたが、牛窓の郷
土料理として根付いている
料理です。若い人でも「食
べたことがある」と懐かし
む人も多いです。干うどん
はそのまま入れる地区、ゆ
でてから入れる地区がある
ようです。

　塩田惠美さん（市栄養委員会牛窓支部）です

南瓜雑煮は牛窓や邑久、市内南部の畑どころの郷土
料理です。場所により「いとこ煮」と呼ぶところも
あります。カボチャは海外産のものも多く１年中店
頭で見られますが、瀬戸内市のカボチャは 6月から
8月にかけて出荷されます。収穫直後よりも１カ月
ほど置いたものの方がデンプンが糖分に分解され美
味しくなります。

咳には痰
たん

の絡んだ咳
せき

（湿性咳
がい

そう ) と乾いた咳（乾性
咳そう）があります。風邪をひいた後の咳はほとんど
湿性咳そうであり、痰が切れにくい状態のときによく
見られます。咳をすることはしんどいことであり、診
察をしていると咳止めをくださいと言われることがよ
くあります。しかし、ちょっと待ってください。咳は
痰を体外に出すための反応であり、痰の中には細菌な
ど有害な物がたくさん含まれています。咳を止めるこ
とは有害な物を体内に残すことになり、そのために病
気が長引いたり悪化したりすることがあります。炎症
を抑えたり、痰を切りやすくすることで咳は軽くなり
ます。安易に咳止めを使うことは控えましょう。（内
科医　白石高昌）
■問い合わせ先　瀬戸内市民病院

無理に咳を止めようとしていませんか

～ ～ ～ ～ ～ ～ 

る
た
め
、
本
年
度
か
ら
不
育
治
療

支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象　

助
成
金
の
交
付
申
請
日

　

現
在
、
妻
が
市
内
に
１
年
以
上

　

住
所
を
有
し
て
い
る
戸
籍
上
の

　

夫
婦

▽
条
件

　

・
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

　

・
生
殖
医
療
専
門
医
に
よ
り
、
不

　

育
症
と
診
断
さ
れ
、
治
療
を
受

　

け
て
い
る
こ
と

▽
助
成
金
の
額　

医
療
保
険
適
用

　

外
医
療
費
で
１
年
度
あ
た
り
30

　

万
円
を
限
度
額
と
す
る
。

▽
申
請
期
限

　

不
育
治
療
が
終
了
し
た
日
の
属

す
る
年
度
内

▽
必
要
書
類
等

　

・
不
育
治
療
費
助
成
金
交
付
申
請

　

書
兼
請
求
書

　

・
専
門
医
療
機
関
証
明
書

　

・
不
育
治
療
実
施
医
療
機
関
証
明

　

書
（
専
門
医
療
機
関
で
治
療
し

　

た
場
合
は
省
略
可
）

　

・
住
民
票
ま
た
は
戸
籍
抄
本
等

　

・
医
療
機
関
の
発
行
す
る
領
収
書

　
（
証
）

　

・
印
鑑

■
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　

健
康
づ
く
り
推
進
課

◆作り方
①カボチャは皮をむき、一口大に切る。
②小麦粉は、適量の水を加え、耳たぶの硬さに
　練って団子状にする。
③少し多めの水で小豆を軟らかく煮る。
④③に水約６カップを足してかぼちゃを入れて
　火にかける。煮立ったら団子状にした小麦
　粉を入れる。
⑤干うどんを半分に折って加え、やわらかく煮る。
⑥材料が煮えたら砂糖と塩を加えて、味を整える。
※水分は好みで加減する。
※カボチャが煮えないうちに、団子とうどんを
　入れ、材料が同時に煮えるようにする。

早期発見・早期治療のために

　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時　

■
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先

　

岡
山
県
不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー

　

〒
７
０
０-

８
５
５
８

　

岡
山
市
北
区
鹿
田
町
２-

５-

１

　

岡
山
大
学
鹿
田
キ
ャ
ン
パ
ス
内

　

☎
０
８
６-

２
３
５-

６
５
４
２

　

HPhttp://www.cc.okayam
a-u.

　

ac.jp/ ~funin/index1.htm
l

 

ご
活
用
く
だ
さ
い

 

不
育
治
療
費
助
成
事
業

　

市
で
は
、
不
育
症
の
治
療
に
か

か
る
経
済
的
な
負
担
の
軽
減
を
図

◆材料（５人分）
●カボチャ（中 1/2 個 )
●小麦粉（1カップ） 
●砂糖（1カップ）

●小豆（1カップ）
●干うどん（1/2 束）
●塩（2グラム）

※干うどんのかわりにゆでめんやそうめんで
　もよい。




